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あらまし：徳島県内では，人参，ブロッコリーなど年間を通して多くの野菜が全国に出荷されている．こ

れら野菜の育成手法は非常に貴重な財産であり，就労を目指す若年者に地域のコアな情報を効率的に伝達

することにより，就農への導入がスムーズになると考えられる．また，近年，食の安全や環境保存などを

背景にして，農業における GAPの導入が急務となっている．そこで，本稿では，教育支援システム化を目

指す上で，育成手法に関する映像を作成し，これらに GAPに関する情報を付加した知識伝達のためのコン

テンツ制作を行ったので報告する． 

キーワード：GAP，教育，若年者育成，映像コンテンツ 
 
 
1. はじめに 
近年，農業生産工程管理（GAP）導入による農産

物の安全確保が大きな政策課題であり，GAPにおけ
る記帳負担を軽減する等のシステムが開発されてい

る．ここで，農業生産工程管理（GAP：Good 
Agricultural Practice）とは，「農業生産活動を行う上
で必要な関係法令等の内容に則して定められる点検

項目に沿って，農業生産活動の各工程の正確な実施，

記録，点検及び評価を行うことによる持続的な改善

活動のこと」である．（１） 

しかし，GAPシステムの運用管理などのコスト負
担，認知不足，生産者の高齢化等により，徳島県西

部などの中山間地域の小規模生産地や担い手を育成

する教育機関では整備が遅れているのが現状である．

そこで筆者らは，現場ニーズに応じた GAP導入を支
援するため，ICT 企業や地元農業高校等教育機関と
ともに，GPLで無償配布できる OSS版システムの開
発を行っている． 
本システムにおいては，農業高校等教育機関，未

農業熟練者や高齢農業就業者等への利用普及を図る

ため，GAP 教育支援機能に実装すべき熟練農業者
「匠」のノウハウや栽培履歴等をデータベース化・

映像コンテンツ化し，利用できるようにする．本稿

では，農業高校等教育における，GAPを意識した熟
練した農業技術伝達のための映像コンテンツ化につ

いて報告する． 
 

2. GAPシステムの必要性 
農業生産には，食の安全や環境保存など，様々な

取り組みが求められている．同時に農業経営におい

ては，生産者の高齢化，小規模生産地がある一方，

生産する農産物の多品目化，生産規模の拡大，従業

員数の増加など経営者が管理すべき点はますます複

雑化している．そこで，今後の農業経営には，生産

工程を適切に管理し，経営改善を図ることが重要な

課題となっている． 
農業生産活動における各工程の正確な実施，記録，

点検及び評価を基にした GAPの導入によって，事務
管理労働に要する負担は相当のものになる．しかし，

GAPによって記録された情報は，グローバル化する
農業経営において起こり得る多くの課題に対処する

有効な解決策にもなる． 
平成 24年度に農林水産省が実施した「農業生産工

程管理（GAP）及び環境に配慮した農産物に関する
意識・意向調査」（平成 24年 12月 20日公表）結果
では，農業者モニターの 52.4%が GAPに取り込んで
いなかった．GAPに取り組んでいない理由（複数回
答（2つまで））(農業者）を下記に示す． 

 
図１．GAPに取り組んでいない理由 
（複数回答（2つまで））(農業者）（2） 

 
農業生産の方法は，栽培する作物や気象，立地条

件などの条件によって異なることから，GAPはそれ
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らの条件を考慮して取り組むことが基本とされてい

る．図 1の GAPに取り組んでいない理由について，
第 1 は PR，あるいは第 2，第 4 の理由と相まって
TPP との関連の中で，今後は海外へ農産物輸出等に
おいて，必然的に解決されると考えられる．しかし

ながら，第 3の理由は対策が必要であり，地域の情
報に精通した指導者および指導方法の確立，またコ

ストや作業負担を軽減するためのシステム作りが重

要である． 
 

3. 映像コンテンツ化の利点 
平成 25年度実施の高等学校学習指導要領（農業）

に GAP教育が盛り込まれるなど，若い世代からの教
育が重要となっているが，GAP指導の歴史はまだ浅
く，GAPの普及は急務である． 
また，次世代農業を確立するための農業人材の育

成には，多角的な取組が必要となる．育成する人材

としては，農業経営者および農業技術者・作業者が

想定できる．農業経営者は，経営戦略や経営計画を

担当し，農業技術者・作業者は，経営の戦略と計画

に沿った農作業の実施を担当する． 
農業における人材育成は，熟練した農業技術者・

作業者の作業技術を，非熟練者に継承・支援し，そ

の成長を促すことといえる．人材育成のためには，

熟練した農業技術者・作業者が実施している農作業

工程を，具体的に伝達する必要がある． 
これらの農作業の行程を伝達する方法は，農作業

の時期と内容の詳細な情報を記録し，伝達すること

であるが，手作業による記録では労力がかかり，省

力化にも限界がある．しかし，ICT 情報通信技術の
活用によって，比較的簡易に記録する技術が開発さ

れている．そこで，より高度な水準の農業技術を，

具体的な営農情報や ICTを活用して伝達し，熟練の
農業技術者を育成することができれば，営農の将来

に明るい光を期待できるようになると考えられる． 
本研究では，GAP導入を視野に入れた農作業情報

を撮影し，ノウハウやコツを解説した映像データ化

することで，熟練した作業工程を具体的に伝えるこ

とができるシステムを作成する．さらに，農作業熟

練者の作業技術は，気象条件，作業条件，土壌・前

作などの圃場条件，生育・品種の特性など栽培条件，

周辺環境などの立地条件など多様な状況に応じて使

い分けることが多い．地域に密着した農業に関する

情報や作業技術を映像データにおり込み，視覚的に

提示することによって，より効率的で分かりやすい

情報伝達をすることを目指す． 
 

4. 農作業映像コンテンツの制作 
本研究では，徳島県で注力している作物のひとつ

ある「ブロッコリー」に着目し，生産プロセスの各

段階（育苗，圃場準備，定植，管理，出荷調整など）

におけるフィールドワーク・映像撮影，現地インタ

ビュー調査を実施し，映像制作を行った．図 2に収
穫作業撮影の様子を，図 3に育苗撮影映像の一部を 

 
図 2 収穫作業の撮影の様子 

 

 
 

 
図 3 育苗撮影映像の一部 

 
 

示す．作業手順や技術伝達の情報に，GAP導入の知
識を加えた映像コンテンツとしての構成を行った． 

 
5. まとめ 
農業は食糧供給の役割に加え，国土の保全や自然

環境の保全，良好な景観形成など様々な役割を持っ

ている．しかし，農業就業人口は減少傾向に歯止め

がかからず，高齢化が進展し，担い手が不足してい

る．食の安全，環境保全のために求められる GAP
が，これらの就農者の負担となるべきではない．GAP
を省力的に導入するシステムや，熟練農家の技術を

映像としてコンテンツ化することによって，新規就

農に寄与し，今度の付加価値農業の展開に貢献でき

るのではないかと考える． 
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